
● 人のうごき　世帯数／1,581戸　人口／4,067人　男／2,028人　女／2,039人（令和6年8月末現在）

水辺の広場 最高！！

　

公
民
館
育
成
部
・
水
辺
の
広
場

委
員
会
主
催
に
よ
る
水
生
生
物
観

察
会
が
7
月
21
日（
日
）に
水
辺
の

広
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
は
天
竜
川
本
流
の
流
れ
が
変
わ

り
、
水
辺
の
広
場
直
近
ま
で
急
流

が
迫
り
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
2

年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
。

　

参
加
し
た
19
名
の
子
ど
も
た
ち

は
、
初
め
に
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
、

水
辺
の
広
場
の
美
化
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
環
境
衛
生
委
員
の
方
か

ら
、
ゴ
ミ
が
天
竜
川
を
流
れ
る
と

海
ま
で
到
達
し
、
海
洋
生
物
が
食

べ
る
な
ど
の
悪
影
響
が
あ
る
と
い

う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
天
竜
川
総
合
学
習
館

か
わ
ら
ん
べ
の
中
村
貴
俊
先
生
指

導
の
下
、
子
ど
も
た
ち
は
川
の
中

に
入
り
、
元
気
に
網
を
振
り
回
し

て
水
生
生
物
を
採
取
し
て
い
ま
し

た
。
今
回
は
珍
し
い
ス
ナ
ヤ
ツ
メ

や
、
ア
カ
ザ
も
採
取
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
採

取
し
た
生
物
を
よ
く
観
察
し
て
、

ス
ケ
ッ
チ
し
て
か
ら
自
然
に
戻
し

て
あ
げ
ま
し
た
。

　

身
近
な
環
境
へ
の
取
り
組
み
か

ら
、
広
い
目
線
で
の
環
境
意
識
が

で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

ぼ
く
は
、
水
生
生
物
観
察
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
川
で
い
ろ
ん
な

体
験
が
で
き
る
の
で
、
毎
年
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　

魚
の
観
察
を
す
る
た
め
に
、
あ

み
で
魚
を
つ
か
ま
え
ま
し
た
。
魚

を
見
つ
け
る
の
も
つ
か
ま
え
る
の

も
む
ず
か
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
草

を
足
で
ふ
む
と
魚
が
出
て
き
た
の

で
、
つ
か
ま
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ド
ジ
ョ
ウ
や
ヤ
ゴ
な
ど
を

つ
か
ま
え
ま
し
た
。
魚
を
よ
く
見

て
み
る
と
、
も
よ
う
が
そ
れ
ぞ
れ

あ
っ
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

　

川
遊
び
で
は
、
ち
が
う
学
年
の

子
た
ち
と
水
を
か
け
合
っ
て
遊
べ

て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

や
っ
ぱ
り
水
辺
の
広
場
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
み
ん
な
で
仲
よ
く
楽
し

く
学
べ
て
遊
べ
る
の
で
最
高
で
す
。

ゴミ拾いできれいになった広場で、水生生物観察会。
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市
議
会
議
員
12
年
、
議
長
に
ま

で
選
出
さ
れ
た
事
は
彼
の
賜
物
だ

と
思
う
。
突
然
の
「
ス
テ
ー
ジ
４
」

の
宣
告
に
は
集
大
成
の
時
で
あ

り
、
か
な
り
の
シ
ョ
ッ
ク
と
察
し

ま
す
。

　
一
番
の
思
い
出
は
唐
沢
地
区
で

明
治
時
代
か
ら
続
く
「
蚕こだ
ま
さ
ま

玉
様
」

百
年
祭
。
子
供
か
ら
大
人
ま
で

会
場
準
備
か
ら
始
ま
り
ゲ
ー
ム
売

店
、
焼
肉
大
会
、
カ
ラ
オ
ケ
、
最

後
は
９
組
合
ス
ロ
ー
ガ
ン
付
き
の

打
上
花
火
、
大
き
な
盛
り
上
り
は

　

当
ク
ラ
ブ
は
、
当
初
自
治
会
が

主
体
と
な
り
ド
ロ
ー
ン
を
地
域
で

活
用
す
る
た
め
に
、
地
域
の
希
望

者
に
講
習
会
開
催
等
の
経
過
後
、

今
年
１
月
に
愛
好
者
14
名
に
よ
り

自
主
組
織
と
し
て
発
足
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
取
組
は
、
①
毎
月
2

回（
第
１
月
曜
の
夜
・
第
２
土
曜

の
午
前
中
）の
操
作
練
習
②
自
治

会
防
災
訓
練
参
加（
被
害
想
定
地

域
の
上
空
で
の
撮
影
と
本
部
に
て

上
映
被
害
把
握
）③
国
へ
の
許
可

湯
沢
啓
次
君
を
偲
ん
で

櫛
原　

綱
由

新
興
住
宅
が
増
え
た
中
で
良
い
交

流
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
実
行
委

員
長
と
し
て
輝
き
、
企
画
か
ら
の

立
役
者
の
彼
は
影
の
苦
労
人
で
終

わ
り
ま
し
た
。

　
誰
と
な
く
「
偲
ぶ
会
」
の
話
が

湧
い
た
り
、
高
校
の
同
期
生
が
灯

ろ
う
流
し
で
花
火
を
打
ち
上
げ
る

な
ど
、
啓
次
君
の
人
望
の
深
さ
を

改
め
て
感
じ
ま
す
。

申
請
手
続
・
法
令
講
習
④
地
域
組

織
の
撮
影
協
力（
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
開
通
前
後
の
地
域
の
移
り
変

わ
り
を
定
点
撮
影
等
）⑤
子
ど
も

教
室
へ
の
協
力
を
予
定
。

　

皆
様
毎
月
の
練
習
日
に
気
楽
に

参
加
し
て
ド
ロ
ー
ン
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。
申
込
み
は
自
治
振
興

セ
ン
タ
ー
ま
で
。

ド
ロ
ー
ン
を

楽
し
み
活
か
す

　
　

座
光
寺
ド
ロ
ー
ン
ク
ラ
ブ

代
表　

湯
沢　

和
行

　

環
境
衛
生
委
員
会
と
座
光
寺
下
段
整
備

地
区
用
排
水
路
管
理
組
合
は
、
地
区
内
5

カ
所
の
河
川
に
お
い
て
水
質
検
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
中
部
公
衆
医
学
研
究
所
に
依

頼
し
た
検
査
結
果
を
、
環
境
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
浅
野
清
志
先
生
に
ご
覧
い
た
だ

き
、
座
光
寺
の
河
川
は
概
ね
き
れ
い
な
状

態
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
の
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
検
査
項
目
に
つ
い
て
】

Ｐ
Ｈ
（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
）

　

酸
性
・
中
性
・
ア
ル
カ
リ
性
を
示
す
指

標
。
河
川
の
環
境
基
準
は
6
・
5
以
上
～

8
・
5
以
下
。

Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
学
的
酵
素
要
求
量
）

　

Ｂ
Ｏ
Ｄ
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
溶
存
酸

素
が
欠
乏
し
や
す
い
こ
と
を
意
味
し
、
10

㎎
/
㍑
以
上
で
は
悪
臭
の
発
生
の
障
害
が

現
れ
始
め
る
。

Ｓ
Ｓ
（
浮
遊
物
質
）

　

水
中
に
懸
濁
し
て
い
る
不
溶
解
性
の
粒

子
状
物
質
の
こ
と
で
、
粘
土
鉱
物
に
由
来

す
る
微
粒
子
や
、
動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

及
び
そ
の
死
骸
、
下
水
・
工
場
排
水
な
ど

に
由
来
す
る
有
機
物
や
金
属
の
沈
殿
な
ど

が
含
ま
れ
る
。

窒
素
含
有
量

　

窒
素
は
空
気
や
土
な
ど
に
含
ま
れ
て
お

り
、
雨
や
地
下
水
や
川
の
水
に
溶
け
込
ん

で
流
れ
て
い
く
。
町
の
中
を
流
れ
て
い
る

川
に
は
家
庭
や
工
場
か
ら
の
排
水
が
、
田

ん
ぼ
や
畑
の
近
く
を
流
れ
て
き
た
川
に
は

た
く
さ
ん
の
肥
料
が
流
れ
込
ん
で
く
る
。

大
腸
菌
群
数

　

大
腸
菌
群
は
一
般
に
人
畜
の
腸
管
内
に

存
在
す
る
も
の
で
、
こ
れ
が
水
中
に
存
在

す
る
こ
と
は
そ
の
川
が
人
畜
の
し
尿
の
汚

染
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
意
味

す
る
。

座光寺地域では、第 2 次座光寺地域基本構想・基本計画において、地域内の小川を汚さないように努
め、清らかな水が流れ、魚の住める水質環境を保つため BOD2㎎ /㍑以下を維持することを目標に掲げ
ています。

※（　　）の数値は昨年度の結果（R5.6.14 採取）

白山下

大堤

高岡

R1
5

3

R153

水辺の広場

①

②③
④

⑤欠
野
沢
川

土
曽
川 南大島川

阿島橋

環境衛生委員会では、これからも地域内の水質環境が保たれるよう、水質検査を継続していきます。
座光寺地域自治会 環境衛生委員会／共催：座光寺下段整備地区用排水路管理組合

◆結果について（環境アドバイザー浅野先生によると）
　水質検査の結果は、どの項目も昨年と比べると良好な数値になっています。調査した河川はどこ
もきれいな水質が保たれていますが、天候が安定していたのでさらに良い数値になったと思われます。
PHの数値が高くなるのは、天候が良いと川の植物やプランクトンの光合成が行われて、水中の二酸
化炭素が減るためです。二酸化炭素は弱い酸性物質ですので、これが減るとPHは少しアルカリ性に
なります。

昨年に比べ良好　きれいな水質
座光寺の河川水質検査実施

■検査結果
採取日：R6年6月12日（水）午前10時〜11時10分　天気：晴れ　気温：29〜29.5℃

採取場所 PH BOD
㎎ /l

SS（浮遊物質）
㎎ /l

窒素含有量
㎎ /l

大腸菌群数
個/ml

①欠野沢川
（中水用水路合流地点） 7.3（7.3） 1.8（1.2） 8（11） 2.8（3.0） 69（630）

②白山下 7.2（7.1） 0.9（0.9） 4（34） 2.1（2.9） 45（160）

③水辺の広場内 7.5（7.5） 1.0（1.0） 5（12） 1.6（1.6） 44（410）

④土曽川
（宮崎地籍） 7.4（7.3） 0.6（0.6） 6（13） 1.9（1.4） 57（110）

⑤南大島川
（高岡地籍） 7.3（7.3） 0.7（0.8） 2（4） 0.99（1.2） 28（110）

在りし日の湯沢さん
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簡易ベッドとテントの設営

　

座
光
寺
地
域
土
地
利
用
計
画
は
、

第
２
次
座
光
寺
地
域
基
本
構
想
・

基
本
計
画
の
推
進
を
土
地
利
用
と

景
観
育
成
の
面
か
ら
支
え
る
計
画

と
し
て
平
成
21
年
度
に
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
地
域
内
に

12
の
重
点
地
区
を
設
け
て
整
備
の

方
針
を
定
め
て
お
り
、
道
路
整
備

構
想
も
含
め
た
土
地
利
用
将
来
構

想
図
を
描
い
た
ほ
か
、
屋
外
広
告

物
を
設
置
し
、
ま
た
は
建
築
物
を

建
築
す
る
際
に
守
っ
て
い
た
だ
く

独
自
ル
ー
ル
も
定
め
ま
し
た
。

　

こ
の
独
自
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

新
築
等
の
場
合
に
は
土
地
利
用
計

画
運
営
委
員
会
に
事
前
に
届
け
出

て
も
ら
い
、
独
自
ル
ー
ル
に
適
合

し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
取
組
も

行
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
21
年
度

か
ら
昨
年
度
ま
で
に
3
4
0
件
余

の
届
出
が
あ
り
、
住
民
を
は
じ
め
、

事
業
主
や
施
工
業
者
の
皆
さ
ん
に

も
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

地
域
土
地
利
用
計
画
は
こ
れ
ま

で
３
度
の
改
正
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
リ
ニ
ア
開
業
後
を
見
据
え
た

ビ
ジ
ョ
ン
が
行
政
で
検
討
さ
れ
、

実
際
に
リ
ニ
ア
関
連
事
業
が
進
行

す
る
中
で
、
地
域
基
本
構
想
・
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
か
つ
時
勢
を

反
映
し
た
内
容
に
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
土
地
利

用
計
画
運
営
員
会
で
は
今
年
度
、

計
画
の
見
直
し
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
エ
ス
・
バ
ー
ド
に
信
州

大
学
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
室
が

置
か
れ
、
土
地
利
用
や
景
観
に
深

い
知
見
を
も
つ
先
生
と
、
学
生
の

皆
さ
ん
が
飯
田
下
伊
那
を
舞
台
に

調
査
・
研
究
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
座
光
寺
地
域
に
つ
い
て
も

調
査
・
研
究
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
域
土
地
利
用
計
画
の
見
直

し
に
関
し
て
は
お
互
い
に
協
力
し

て
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、「
元
善
光
寺
周
辺
」

と
「
大
堤
周
辺
」
に
絞
っ
て
検
討

す
る
こ
と
に
し
、
６
月
16
日（
日
）

に
第
１
回
の
会
議
を
開
い
て
学
生

の
研
究
発
表
を
聞
き
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
年
度
内
に
将
来

像
を
ま
と
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
他
の
重
点
地
区
に
つ
い
て
も

　

6
月
23
日（
日
）座
光
寺
公
民
館

に
お
い
て
、
地
域
学
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
「
1
人
1
人
が
防
災

意
識
を
高
め
よ
う
！
」
と
題
し
て

「
防
災
」
を
テ
ー
マ
に
地
域
の
課

題
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
飯
田
市
危
機
管
理
課

の
塩
澤
課
長
補
佐
と
、
自
治
振
興

セ
ン
タ
ー
の
村
松
所
長
の
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
本
年
1
月
の
能
登

半
島
地
震
の
災
害
支
援
を
行
っ
て

き
た
市
職
員
な
ど
の
被
災
地
の
状

況
報
告
か
ら
、
今
後
高
い
確
率
で

発
生
が
予
想
さ
れ
る
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
に
備
え
て
、
日
頃
か

ら
住
民
が
行
っ
て
お
く
防
災
対
策
、

そ
し
て
、
発
災
時
の
自
治
会
や
組

合
の
安
否
確
認
や
、
避
難
所
設
営

の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
ま

し
た
。

　

特
に
、
能
登
半
島
地
震
の
死
傷

者
の
８
割
は
建
物
倒
壊
が
原
因
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

住
宅
の
耐
震
診
断
、
耐
震
補
強
を

行
う
こ
と
で
、
被
害
を
少
な
く
す

る
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
災
害

時
の
支
え
あ
い
に
役
立
つ
観
点
か

ら
も
日
頃
か
ら
住
民
同
士
が
、
地

域
内
で
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り

を
心
掛
け
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ

い
て
の
お
話
が
印
象
的
で
し
た
。

　

後
半
は
、
避
難
所
開
設
の
際
使

用
さ
れ
る
、
避
難
所
用
テ
ン
ト
と
、

簡
易
ベ
ッ
ド
の
設
営
研
修
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

テ
ン
ト
は
、
約
2
m
四
方
で
軽

く
、
避
難
所
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
、

あ
る
程
度
確
保
す
る
た
め
に
役
立

ち
、
簡
易
ベ
ッ
ド
は
、
避
難
生
活

の
身
体
へ
の
負
担
を
減
ら
し
、
床

面
か
ら
高
さ
を
確
保
す
る
こ
と
で
、

感
染
症
防
止
に
も
有
効
で
あ
る
こ

　

自
治
会
活
動
に
関
す
る
意
見
・

要
望
は
、
５
つ
の
区
ご
と
に
設
置

し
て
い
る
連
絡
会
を
通
じ
て
自
治

会
の
各
委
員
会
に
吸
い
上
げ
ら
れ
、

そ
の
過
程
で
課
題
が
共
有
さ
れ
協

議
さ
れ
る
こ
と
が
基
本
と
考
え
ま

す
。
し
か
し
、
住
民
が
意
見
・
要

望
を
よ
り
言
い
や
す
く
す
る
方
法

も
必
要
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
９

順
次
見
直
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
設
置
は
難
し
く
な

か
っ
た
」「
ベ
ッ
ド
の
有
無
で
腰
へ

の
負
担
が
全
然
違
う
」な
ど
と
感

想
を
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

災
害
に
つ
い
て
、
最
新
の
情
報

を
知
り
、
意
識
を
高
め
て
、
防
災

に
対
す
る
取
り
組
み
を
更
に
進
め

る
良
い
機
会
と
な
る
学
習
会
で
し

た
。

月
、
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
入
口
に

「
麻
績
の
目
安
箱
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

　

１
年
が
経
ち
ま
す
が
、
一
般
の

方
か
ら
意
見
・
要
望
が
提
出
さ
れ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
治
会

の
委
員
や
地
区
の
役
員
に
相
談
し

た
り
話
し
合
っ
た
り
し
て
課
題
解

決
に
近
づ
け
て
い
る
な
ら
よ
い
の

で
す
が
、
ど
う
や
っ
て
意
見
を
出

し
た
ら
よ
い
か
悩
ん
で
い
る
方
が

い
ま
し
た
ら
、
こ
の
目
安
箱
を
通

じ
て
意
見
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

1
人
１
人
の
防
災
意
識

を
高
め
よ
う
！

　
地
域
学
習
会
が

 

開
催
さ
れ
ま
し
た

み
ん
な
で
考
え
る

リ
ニ
ア
開
通
後
の

座
光
寺

み
ん
な
の
声
を
届
け
て

「
麻
績
の
目
安
箱
」

座
光
寺
公
民
館
運
営
委
員
会

座
光
寺
地
域
自
主
防
災
連
絡

協
議
会
共
催

　
土
地
利
用
計
画
運
営
委
員
会

委
員
長
　
長
沼
　
　
豊
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原作の野口さん（左中段）とキャストの皆さん

手作りのタレで味わう焼肉は最高！

　

麻
績
の
里
振
興
委
員
会
で
は
、

地
域
の
宝
で
あ
る
旧
座
光
寺
麻
績

学
校
校
舎
、
通
称
「
舞
台
校
舎
」

の
築
1
5
0
年
記
念
事
業
と
し

て
、
南
信
州
ア
ー
ト
ラ
ボ
が
主
催

す
る
記
念
公
演
「
さ
く
ら
と
舞
台

桜
」
を
今
年
の
9
月
21
日（
土
）～

23
日（
月
）に
舞
台
校
舎
に
て
開
催

し
ま
す
。
公
演
ま
で
残
り
約
1
ヶ

月
と
な
っ
た
8
月
中
旬
に
取
材
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
取
材
当

日
は
稽
古
も
大
詰
め
を
迎
え
、
通

し
稽
古
か
ら
は
、
気
迫
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　

脚
本
・
演
出
は
飯
田
市
出
身
の

小
林
英
樹
さ
ん
、
役
者
と
し
て
数

多
く
の
舞
台
作
品
や
映
像
作
品
に

出
演
。
脚
本
、演
出
も
手
掛
け
る
。

長
野
県
教
育
委
員
会
「
ア
ー
ト
の

手
法
を
活
用
し
た
学
び
」
推
進
事

業
の
専
任
講
師
。
原
作
・
原
案
・

演
出
補
は
、
野
口
千
恵
子
さ
ん
。

演
者
は
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

出
演
者
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば

れ
た
方
々
。

　

座
光
寺
か
ら
も
3
名
の
方
々
が

出
演
さ
れ
ま
す
。
原
作
の
野
口
さ

ん
と
、
座
光
寺
の
3
名
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　

自
治
会
と
パ
ノ
ラ
マ
フ
ァ
ー

ム
大
門
で
は
、
昨
年
か
ら
、
一

般
社
団
法
人
東
京
学
芸
大
学

E
x
p
l
a
y
g
r
o
u
n
d
推

進
機
構
「
放
課
後
ま
ほ
ら
b
o
」

か
ら
の
子
ど
も
を
受
け
入
れ
て
い

る
。

　

今
年
は
８
月
３
日（
土
）、
４
日

（
日
）に
、
放
課
後
ま
ほ
ら
b
o
の

三
宅
代
表
の
関
係
す
る
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
奈
良
地
域
の
学
び

推
進
機
構
か
ら
、
小
２
・
小
３
・

小
６
の
３
名
と
引
率
者
2
名
が
座

光
寺
を
訪
れ
た
。

　

１
日
目
は
、
座
光
寺
人
形
劇
ま

つ
り
を
鑑
賞
し
て
公
民
館
に
宿

泊
。
２
日
目
は
、
く
し
は
ら
動

物
園
で
鶏
・
ヤ
ギ
・
ウ
サ
ギ
・

子
猫
な
ど
と
ふ
れ
あ
っ
た
。
そ

の
後
パ
ノ
ラ
マ
フ
ァ
ー
ム
大
門

に
移
動
し
、
長
沼
場
長
指
導
の

下
、
長
野
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
早

生
品
種
で
あ
る
シ
ナ
ノ
リ
ッ
プ

を
収
穫
。
そ
の
リ
ン
ゴ
を
使
っ

て
焼
き
肉
の
タ
レ
を
作
っ
た
。

リ
ン
ゴ
・
玉
ね
ぎ
・
桃
を
す
り

お
ろ
し
、
煮
立
た
せ
醤
油
・
す

り
お
ろ
し
ニ
ン
ニ
ク
を
加
え
て

完
成
。
で
き
あ
が
っ
た
タ
レ
を

焼
き
肉
で
味
見
を
す
る
と
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
は
「
ニ
ン
ニ

座
光
寺
の
住
民
も
出
演

舞
台
校
舎

築
1
5
0
年
記
念
公
演

奈
良
の
子
ど
も
た
ち

座
光
寺
で
思
い
出
作
り

野
口
千
恵
子
さ
ん

　

昨
年
、
新
聞
で
見
た
舞
台
校
舎

1
5
0
周
年
記
念
事
業
公
募
に
、

南
信
州
ア
ー
ト
ラ
ボ
と
し
て
立
候

補
し
選
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
座
光
寺
の
歴
史
な
ど
を
勉
強

し
て
い
く
中
で
、
森
田
和
市
さ
ん

の
桜
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
た

ど
り
着
き
、
座
光
寺
の
歴
史
と
組

み
合
わ
せ
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
り

上
げ
ま
し
た
。
歴
史
・
桜
・
春
祭

り
・
家
族
・
人
間
関
係
な
ど
座
光

寺
に
ゆ
か
り
の
あ
る
要
素
を
織
り

ま
ぜ
て
み
ま
し
た
。
座
光
寺
を
よ

り
身
近
に
感
じ
、
愛
し
て
い
た
だ

け
る
作
品
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
々
に
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

木
下
義
美
さ
ん 

　

現
代
と
昔
の
シ
ー
ン
が
混
ざ
る

と
こ
ろ
や
、
桜
の
精
・
踊
り
・
音

い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
合
わ
さ
っ
た

芝
居
を
見
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
で
す
。
き
っ
と
多
く
の
座
光

寺
の
方
々
が
見
に
来
て
く
れ
る
は

ず
な
の
で
、
知
り
合
い
に
見
ら
れ

る
と
少
し
恥
ず
か
し
い
面
も
あ
り

ま
す
が
、自
分
が
楽
し
ん
で
演
じ
、

芝
居
を
見
て
い
る
皆
さ
ん
に
も
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
舞
台
校
舎
を
多
く
の
方

に
知
っ
て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
に

な
る
と
嬉
し
い
で
す
。

木
下
ち
さ
と
さ
ん　

　

最
初
は
ほ
か
の
キ
ャ
ス
ト
の

方
々
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

は
楽
し
ん
で
稽
古
を
し
て
い
ま

す
。
争
い
か
ら
和
解
に
つ
な
が
る

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
あ
る
場
面
で

は
、
動
き
が
伝
わ
る
よ
う
に
演
じ

た
い
で
す
。
大
鹿
歌
舞
伎
役
者
の

石
川
か
お
り
さ
ん
に
振
り
付
け
て

も
ら
っ
た
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ

ン
ス
が
と
て
も
新
鮮
で
見
ど
こ
ろ

で
す
。
主
人
公
の
さ
く
ら
が
舞
台

桜
に
関
わ
っ
て
変
わ
っ
て
い
く
様

を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。

佐
々
木
昴
君 （
小
4
）

　

芝
居
を
や
る
の
は
初
め
て
で

す
。
セ
リ
フ
を
覚
え
て
、
動
作
も

し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
大
変
で

す
。
昔
の
村
の
子
ど
も
役
と
、
現

代
の
子
ど
も
役
の
2
役
を
頑
張
っ

て
演
じ
ま
す
。
座
光
寺
の
み
ん
な

に
見
に
来
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

ク
が
入
っ
て
い
る
の
に
食
べ
や

す
い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

残
っ
た
タ
レ
は
、
奈
良
で
も
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
瓶
詰
に

し
て
お
み
や
げ
に
し
た
。

　

長
沼
場
長
に
よ
る
と
、
来
年
の

１
月
ご
ろ
に
、
奈
良
青
少
年
野
外

活
動
セ
ン
タ
ー
に
、
し
な
の
ス

タ
ー
・
あ
き
ば
え
な
ど
の
リ
ン
ゴ

の
木
１
５
０
本
を
植
え
る
予
定
と

の
こ
と
。「
植
え
る
予
定
の
場
所

は
パ
ノ
ラ
マ
フ
ァ
ー
ム
大
門
よ
り

標
高
が
低
い
が
、
山
付
け
で
雪
も

適
度
に
降
り
、
リ
ン
ゴ
に
は
適
し

て
い
る
と
思
う
。
植
え
た
後
は
７

月
ご
ろ
に
世
話
を
し
に
行
く
予

定
。
６
月
に
は
渋
谷
の
リ
ン
ゴ
の

世
話
予
定
な
の
で
忙
し
く
な
り
そ

う
」
と
語
っ
た
。

●公演の詳細はこちらからご覧になれます。
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皆さん真剣に腕組みで判定中
（スローインボトル）

ワンバウンドふらば〜るバレー
（優勝の宮崎地区）

缶バッジの作成中

リニア実験線を眺める

　

６
月
２
日（
日
）に
春
季
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ

い
に
く
の
雨
に
な
り
ま
し
た
が
、

屋
外
種
目
だ
っ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

は
囲
碁
ボ
ー
ル
に
、
ペ
タ
ン
ク
は

ス
ロ
ー
イ
ン
ボ
ト
ル
に
種
目
を
替

え
て
屋
内
で
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
明
け
直
後
の

開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
参
加
地

区
が
少
な
い
種
目
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
年
は
昨
年
よ
り
も
多
く
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
人
数

の
少
な
い
地
区
は
複
数
で
集
ま
り

合
同
チ
ー
ム
と
し
て
出
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

雨
天
競
技
に
変
更
に
な
っ
た
囲

碁
ボ
ー
ル
と
ス
ロ
ー
イ
ン
ボ
ト
ル

は
、
ル
ー
ル
を
理
解
す
る
と
こ
ろ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
想

像
以
上
の
白
熱
し
た
試
合
と
な

　

去
る
6
月
23
日（
日
）に
、
あ
い

に
く
の
雨
の
中
で
し
た
が
、
21
名

（
大
人
20
名
、
小
学
生
1
名
）で

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
山
梨

県
立
考
古
博
物
館
を
見
学
し
ま
し

た
。
学
芸
員
の
方
か
ら
説
明
を
受

け
ま
し
た
が
、
縄
文
時
代
の
展
示

品
が
他
の
時
代
に
比
べ
て
充
実
し

て
い
ま
し
た
。
県
立
で
あ
る
の
で

展
示
品
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
の
実
験
線
を
丘
の
上
か
ら

見
学
し
ま
し
た
。
日
曜
日
で
、
リ

ニ
ア
は
運
転
の
無
い
日
で
し
た

の
で
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た（
残

　

７
月
６
日（
土
）に
座
光
寺
図
書

館
夏
の
お
楽
し
み
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

春
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と

運
動
会
の
お
知
ら
せ

体
育
部
長　

篠
田　
　

毅

山
梨
県
へ
の

　
地
域
探
訪
に
つ
い
て

歴
史
に
学
び
地
域
を
た
ず
ね
る
会

田
口　

博
人

心
を
ひ
と
つ
に

―
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
発
表
会

　
　
　

コ
ー
ル
ブ
リ
ラ
ン
テ

勝
野
久
美
子

図
書
館
お
楽
し
み
会

分
館
長　

橋
爪　

俊
枝

り
、
ま
た
や
り
た
い
と
い
う
意
見

も
出
ま
し
た
。
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ

ら
ば
～
る
バ
レ
ー
で
は
、
大
人
か

ら
子
供
ま
で
幅
広
い
層
の
方
が
試

合
に
出
場
し
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

10
月
13
日（
日
）に
は
市
民
運
動

会
を
開
催
し
ま
す
。
昨
年
同
様
に

午
前
中
の
半
日
開
催
で
す
。
小
学

生
参
加
の
種
目
、
中
学
生
の
み
な

さ
ん
が
考
え
た
競
技
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
の
「
ジ
ャ
ン
ボ

バ
ト
ン
リ
レ
ー
」
に
続
き
、
今

年
も
新
種
目
を
用
意
し
ま
し
た
。

ラ
ッ
キ
ー
ロ
ー
プ
の
後
継
種
目

「
ラ
ッ
キ
ー
デ
カ
パ
ン
」。
体
力
よ

り
も
運
が
必
要
な
競
技
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
収
ま
っ
て
普
通
に

な
っ
た
今
、地
区
の
交
流
と
し
て
、

ま
た
自
分
の
健
康
促
進
の
た
め
に

運
動
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

念
）。
甲
府
盆
地
を
望
む
差
出
磯

大
嶽
神
社
で
甲
府
盆
地
を
眺
め
ま

し
た
が
、
富
士
山
は
曇
り
の
た
め

見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

信
玄
堤
は
武
田
信
玄
が
南
ア
ル

プ
ス
よ
り
流
れ
出
る
水
を
防
い
だ

川
除
で
座
光
寺
の
石
川
除（
巨
石

を
使
用
し
た
川
除
）よ
り
広
範
囲

で
規
模
の
大
き
な
川
除
で
し
た
。

　

石
川
除
の
国
指
定
の
文
化
財
登

録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
14
日（
日
）、
飯
田
文
化
会

館
に
て
「
公
民
館
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
、

市
内
の
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る

19
団
体
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

会
場
内
に
響
か
せ
ま
し
た
。
ど
の

グ
ル
ー
プ
も
個
性
が
あ
り
、
素
晴

ら
し
い
発
表
が
続
く
中
、
私
た
ち

も
心
を
合
わ
せ
て
２
曲
歌
い
ま
し

た
。

　

私
た
ち
、
コ
ー
ル
ブ
リ
ラ
ン
テ

は
座
光
寺
公
民
館
大
会
議
室
で
毎

月
２
回
、
木
曜
日
の
夜
に
練
習
し

て
い
ま
す
。
違
う
声
や
性
格
を
持

つ
１
人
ひ
と
り
が
気
持
ち
を
ひ
と

つ
に
し
て
声
を
合
わ
せ
、
塩
澤
先

生
の
ご
指
導
の
下
、
楽
し
く
真
剣

に
歌
っ
て
い
ま
す
。
美
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
が

で
き
た
時

に
ぞ
く
っ

と
す
る
よ

う
な
感
動

を
、
皆
さ

ん
も
一
緒

に
味
わ
っ

て
み
ま
せ

ん
か
？

　

初
め
に
紙
芝
居
と
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
、
続
い
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶

バ
ッ
ジ
作
り
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
16
名
の
保
護
者
、

子
ど
も
た
ち
が
み
な
さ
ん
好
き
な

絵
柄
の
布
を
選
び
、
か
わ
い
い
缶

バ
ッ
ジ
を
作
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
最
後
に
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
あ
り
、
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い

お
楽
し
み
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

図
書
館
で
は
年
２
回
、
夏
と
冬

に
お
楽
し
み
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
毎
回
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
内

容
を
考
え
て
い
ま
す
の
で
参
加
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。



広
報 

座
光
寺
　
　
発
行
／
座
光
寺
地
域
自
治
会
　
編
集
／
公
民
館
委
員
会
広
報
部
　
印
刷
／
龍
共
印
刷
株
式
会
社

こ
の
広
報
誌
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

●広報座光寺のバックナンバーを座光寺のホームページからご覧になれます。

　

座
光
寺
の
山
で
ナ
ラ
枯
れ
が
進

ん
で
い
る
。
そ
の
状
況
を
お
知
ら

せ
し
た
い
。

　

パ
ソ
コ
ン
が
壊
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
以
前
に
も
起
動
し
な
い
日

が
あ
っ
た
の
で
対
策
が
必
要
だ
っ

た
の
に
、
使
え
る
と
忘
れ
て
し

ま
っ
て
…
ス
ン
で
す
。
電
源
す
ら

入
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
ご
縁
あ
っ
て
広
報
部
に

入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

私
は
パ
ソ
コ
ン
で
作
業
し
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ん
と
、

部
長
や
上
の
方
た
ち
が
だ
い
た
い

の
形
に
な
る
と
こ
ろ
ま
で
作
業
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
よ
う
な
の
で

す
。
新
入
り
部
員
は
校
正
な
ど
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
が
、
こ
れ
で

い
い
の
か
な
？
心
配
に
な
り
つ
つ
、

こ
れ
以
上
で
き
な
い
の
で
心
苦
し

い
と
こ
ろ
で
す
…
。
さ
ま
ざ
ま
な

地
区
行
事
や
お
祭
り
も
、
支
え
て

く
だ
さ
る
方
々
の
お
か
げ
で
続
い

て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
改
め
て
感
謝

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
パ
ス
ワ
ー
ド
っ
て

皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て

い
ま
す
か
？
若
い
人
は
ア
プ
リ
で

し
ょ
う
か
。
壊
れ
た
パ
ソ
コ
ン
内

に
メ
モ
し
て
い
た
お
ば
ち
ゃ
ん
は
、

新
し
い
パ
ソ
コ
ン
を
買
っ
た
後
で

苦
労
し
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
機
器
、

壊
れ
る
前
に
要
対
策
で
す
。

　

残
暑
も
厳
し
そ
う
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
自
身
も
ご
家
族
も
、体
調

面
に
は
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
ね
。

（
広
報
部　

柳
岡
）

座
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ナ
ラ
枯
れ

　
ナ
ラ
枯
れ
と
は

　
“
ナ
ラ
”と
は
コ
ナ
ラ
・
ミ
ズ
ナ

ラ
や
ク
ヌ
ギ
類
の
総
称
。
サ
ク
ラ

類
と
共
に
里
山
の
主
な
構
成
種

だ
。
こ
の
ナ
ラ
が
立
っ
た
ま
ま
枯

れ
て
し
ま
う
。
写
真
は
南
本
城
裏

側
、
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
の
橋
の
上

か
ら
。
見
え
る
だ
け
で
も
10
本
が

枯
れ
て
い
る
。
こ
の
ナ
ラ
枯
れ
、

　
な
ぜ
枯
れ
る
？

　

ナ
ラ
の
木
に
小
型
甲
虫
の
カ
シ

ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ（
写
真
）が
侵

入
、体
に
つ
い
て
い
る
「
ナ
ラ
菌
」

が
樹
に
入
り
込
ん
で
繁
殖
、
導
管

な
ど
を
詰
ま
ら
せ
枯
ら
し
て
し
ま

う
。
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
は

昔
か
ら
日
本
に
い
た
昆
虫
。
そ
れ

が
顕
在
化
し
た
の
は
燃
料
革
命
で

山
の
木
が
使
わ
れ
な
く
な
り
大
木

化
し
て
、
繁
殖
し
や
す
い
環
境
が

で
き
た
た
め
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
？

　

里
山
の
荒
廃
が
一
層
進
む
だ
ろ

う
。
キ
ノ
コ
・
山
菜
や
薪
炭
の
採

取
は
ほ
と
ん
ど
し
な
く
な
っ
た

が
、
枯
死
木
が
増
え
て
景
観
が
損

な
わ
れ
、
生
態
系
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
る
。
ま
た
ナ
ラ
は
全
国

的
に
は
キ
ノ
コ
栽
培
、
燃
料
、
優

良
家
具
材
で
も
あ
る
。
そ
の
影
響

が
心
配
だ
。

　
対
策
は
？

　

20
余
年
前
に
ナ
ラ
枯
れ
が
長
野

県
か
ら
報
告
さ
れ
た
時
、
行
政
は

積
極
的
に
動
い
た
。予
算
を
つ
け
、

南本城裏側西の沢面のナラ枯れ
（矢印　本年７月27日）

20
余
年
前
に
も
一
時
侵
入
、
そ
の

時
枯
死
し
た
樹
は
や
や
少
な
か
っ

た
が
今
も
少
し
残
っ
て
い
る
。
枯

死
し
た
樹
は
キ
ノ
コ
栽
培
に
不
適

だ
け
で
な
く
、
風
な
ど
で
も
倒
れ

人
に
も
危
険
物
。
は
じ
め
は
西
日

本
に
多
か
っ
た
が
、
日
本
海
側
を

北
上
、
今
は
青
森
県
に
ま
で
達
し

て
い
る
。枯

死
し
た
樹
に
は
ツ
タ
が
絡
ま

り
や
す
い
。
上
の
葉
が
無
い
と

良
く
成
長
す
る
か
ら
だ
。
た
だ
、

風
な
ど
で
倒
れ
や
す
い

�

（
宮
崎
に
て
）

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
（
林
野

庁
Ｈ
Ｐ
よ
り
）
体
長
約
５
㎜
。
６

月
頃
に
雄
が
侵
入
、
フ
ェ
ロ
モ
ン

を
出
し
て
雌
を
呼
ぶ
。
雌
の
体
に

つ
い
て
き
た
ナ
ラ
菌
が
坑
道
内
で

繁
殖
、
そ
れ
を
幼
虫
が
食
べ
る
。

こ
の
菌
で
ナ
ラ
は
枯
死
す
る
。

侵
入
木
の
下
に
は
木
く
ず
が
散

乱
し
て
い
る（座

光
寺
小
学
校
附
近
）

山
中
で
被
害
木
を
切
り
、
殺
虫
剤

を
散
布
し
た
。
た
だ
広
い
山
地
、

対
応
の
成
果
が
見
え
な
い
ま
ま
、

枯
死
が
潜
在
化
し
た
。
近
年
は
再

活
動
の
よ
う
に
み
え
る
。

　

対
策
は
虫
の
入
っ
て
い
る
樹
の

く
ん
蒸
、
合
成
フ
ェ
ロ
モ
ン
に
よ

る
誘
因
捕
殺
な
ど
が
考
え
ら
れ
て

い
る
が
、
行
政
も
ま
だ
動
い
て
い

な
い
。
今
後
の
枯
死
状
況
に
注
目

し
た
い
。

（
伊
那
谷
自
然
友
の
会　

小
林
正
明
）


